
創立…昭和 37年
学科…�令和 4年 4月〜普通科 ( 進学探究コース、ス

ポーツ探究コース、福祉探究コース )、工学
科（機械工学コース、プロダクト工学コース、
情報工学コース※ 2年次より選択）

生徒数…590人 ( 男 465人 /女 125人 )
校訓…神と共に働く人に

地域で学ぶ、共に成長する

聖光
学院

梁川
高校

来
年
４
月
か
ら
普
通
科
で
は

毎
週
探
究
学
習
・
探
究
活

動
の
時
間
を
多
く
設
置
し
ま
す
。

保
育
園
や
高
齢
者
と
の
交
流
、
小

中
学
生
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
、
規

格
外
桃
の
活
用
を
生
産
者
と
一
緒

に
考
え
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
ま
す
。
工
学
科
で
は
地

元
企
業
と
共
同
で
水
耕
栽
培
の
器

具
を
作
る
な
ど
、
す
で
に
実
践
的

な
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
企

業
の
職
人
を
講
師
と
し
て
招
く
な

ど
、
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
で
学
ぶ
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る

年
代
の
人
と
の
関
わ
り
で
視
野
を

広
げ
、
失
敗
か
ら
学
び
、
自
分
な

り
の
答
え
を
見
つ
け
る
力
を
育
む

狙
い
が
あ
り
ま
す
。
地
域
を
深
く

知
れ
ば
、
市
外
出
身
者
に
と
っ
て

第
二
の
故
郷
に
な
る
、
ま
た
市
内

出
身
者
が
地
元
に
戻
る
き
っ
か
け

に
な
る
な
ど
、
地
域
の
担
い
手
を

育
て
る
意
図
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
と
つ
な
が
る
第
一
段
階
と

し
て
、
今
年
度
は
７
月
29
日
㊍
に

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
予
定
。

生
徒
自
ら
が
地
域
の
物
産
を
販
売

し
、
学
校
も
地
域
も
知
っ
て
も
ら

う
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

生
徒
の
約
８
割
が
市
内
在
住

で
、
地
元
企
業
に
就
職
す

る
生
徒
も
多
い
梁
川
高
校
で
は
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
企
業

訪
問
を
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
人

と
の
協
働
を
通
し
「
自
分
の
存
在

意
義
や
働
く
楽
し
さ
を
学
び
職
業

観
を
身
に
つ
け
る
」「
地
元
の
良
さ

を
知
り
地
域
愛
を
持
ち
、
自
分
を

大
切
に
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　

授
業
で
は
企
業
に
つ
い
て
自
分

で
調
べ
、
興
味
を
持
っ
た
こ
と
や
疑

問
点
を
整
理
。
企
業
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
、
内
容
を
ま
と
め
て
発

表
し
ま
す
。
分
か
っ
た
時
の
達
成
感

を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
教
員
の

助
言
は
最
小
限
。
昨
年
は
28
人（
現

３
年
生
）が
企
業
を
訪
ね
ま
し
た
。

仕
事
へ
の
情
熱
や
や
り
が
い
を
聞

く
こ
と
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
具
体

的
に
な
り
、
企
業
が
取
り
組
ん
で

い
る
地
域
貢
献
（
住
民
と
の
ゴ
ミ

拾
い
、地
元
の
祭
り
へ
の
協
力
な
ど
）

を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
Sエス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G
s
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
の
視
点
を
学

ぶ
こ
と
に
も
力
を
入
れ
、
探
究
の

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学科再編のキーワードは「探究」。
地域との関わりで、自分なりの答えを見つける力を育む。

地元で育ち、働く生徒が多いから、大切なのは職業観。
仕事への情熱は？やりがいは？生の声に刺激を受ける。

創立…大正 11年
学科…普通科 (全日制・定時制 )、商業科
生徒数…�全日制 :378 人 ( 男 178人 /女 200人 )、

定時制 :43 人 ( 男 27人 /女 16人 )
校訓…質実剛健�和衷協同
統合…�普通科は令和 5年 4月〜梁川高校と統合、　

定時制は令和 4年 4月〜福島中央高校と統合

保原
高校

保
原
高
校
商
業
科
で
は
、
地

域
企
業
や
市
役
所
と
連
携

し
、
伊
達
市
を
元
気
に
す
る
企
画

を
通
し
て
地
域
の
課
題
解
決
を
目

指
す
「
地
域
連
携
授
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
授
業
の
目
的
は

社
会
に
出
て
か
ら
直
面
す
る
課
題

を
解
決
で
き
る
能
力
を
養
い
地
域

経
済
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て

る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
を
理
解
し

地
域
愛
を
育
む
こ
と
で
す
。
一
昨

年
は
柿
、
昨
年
は
ニ
ッ
ト
を
題
材

に
し
た
企
画
が
内
閣
府
の
「
地
域

創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
東
北
経
済
産
業
局
長
賞

を
獲
得
。
全
国
審
査
会
に
出
場
し

ま
し
た
（
昨
年
は
優
秀
賞
受
賞
）。

　

ま
た
、
商
品
開
発
の
授
業
で
は

地
元
食
材
を
利
用
し
た
新
商
品
を

企
画
し
、
企
業
に
提
案
。
プ
ロ
の

目
線
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
い
ま
す
。
道
の
駅
や

地
元
製
菓
店
な
ど
の
協
力
を
得
て

試
作
し
、校
内
販
売
で
市
場
性（
商

品
化
し
た
と
き
に
売
れ
る
か
ど
う

か
）
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

梁
川
高
校
と
の
統
合
で
商
業
科

は
な
く
な
り
ま
す
が
、
地
域
連
携

授
業
は
続
け
る
予
定
で
す
。

まずは伊達市の課題や現状を知るところから。
課題を解決するには？柔軟な発想で伊達を元気に。

協
働
し
能
動
的
に
学
ぶ
資
質
を

　

人
口
減
少
や
技
術
革
新
、
情
報

化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現

代
。
今
後
の
社
会
を
担
う
高
校
生

に
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い

手
と
し
て
社
会
の
変
化
に
積
極
的

に
向
き
合
い
、
他
者
と
の
協
働
で

課
題
を
解
決
す
る
資
質
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

４
月
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
に

お
い
て
も
、
生
涯
に
わ
た
り
能
動

的
に
学
べ
る
資
質
を
育
む
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
わ
る
高
校
・
統
合
と
学
科
再
編

　

令
和
５
年
４
月
に
は
保
原
高

校
と
梁
川
高
校
が
統
合
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
福
島
県
教
育
委
員
会

は
、
統
合
高
の
特
色
の
一
つ
と
し

て
「
地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
探
究
的
な
学
習
を
と
お
し

て
、
課
題
発
見
力
や
課
題
解
決
力

な
ど
学
力
以
外
に
必
要
な
資
質
や

能
力
を
育
成
し
、
将
来
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
学
校
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　選挙権年齢の引き下げ成人年齢の引き下げ。高校生にとっ
て社会がより身近になる中、市内３つの高校では地域住民や
企業と主体的に関わる授業が行われている。その狙いとは？

高校×地域＝ ¿

創立…大正�8�年
学科…普通科
生徒数…70人 ( 男 40人 /女 30人 )
校訓…知性�誠実�責任
統合…�令和 5 年 4 月〜保原高校と統合（※令和 3

年度・4年度入学者は卒業まで梁川校舎で引
き続き学ぶ）

　

聖
光
学
院
で
は
来
年
４
月
か
ら

学
科
を
再
編
し
、
地
域
で
の
探
究

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
学
校

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
地
域

と
協
働
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
し
て
い
く
存
在
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

と
高
校
が
手
を
携
え
な
が
ら
共
に

学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　保原高校美
術部では、桃
マドレーヌ
mofetのパッ
ケージをデザ
インした。以

前には仮置場の壁面に絵画を描くプ
ロジェクトや、絵本「すてきなニッ
トやさん」の制作など、地域に元気
を与える企画を多数実施している。

地域を元気にする取り組みはあちらこちらに

　令和元年
東日本台風
では、梁川高
校の全校生
徒や聖光学
院の生徒が、

ボランティアとして被災住宅の片付
けを手伝った。水を吸って重くなっ
た布団の片付けや写真の救出など、
地域の大きな力となった。

市役所でのフィールドワークで市の課題を学ぶ

メモを取りながら熱心にインタビューする生徒

持続可能な地域社会の鍵は、若者が握っている。
若者の気づきや発想に、大人が気づけない課題や忘れてしまった感情があるから。
高校生の学びは、地域の学び。共に学び、共に成長しよう。

未来の担い手に、伝える。未来の担い手から、教わる。

協働のサイクルをまわそう
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